
◎
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
一
九
年
一
二
月
五
日
法
律
第
一
二
九
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
一
九
年
五
月
二
五
日
・
衆
議
院
厚
生
労
働
委

員
会

）

○
柳
澤
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
労
働
契
約
法
案
、
労

働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

就
業
形
態
の
多
様
化
等
が
進
展
す
る
中
で
、
最
低
賃
金
制
度
に
つ
い
て

は
、
賃
金
の
低
廉
な
労
働
者
の
労
働
条
件
の
下
支
え
と
し
て
、
十
全
に
機

能
す
る
よ
う
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
最
低
賃
金
制
度
に
つ
い
て
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
し
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
こ
の
法
律
案
の
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。第

一
に
、
地
域
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
ね
く
全
国
各
地
域
に

つ
い
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
労
働
者
の
生
計
費
及
び
賃
金
並
び
に
通
常
の
事
業
の
賃
金
支
払
い

能
力
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
労
働
者
の

生
計
費
を
考
慮
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
生
活
保
護
に
係
る
施
策
と
の
整
合

性
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
別
最
低
賃
金
の
実
効
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の

不
払
い
に
係
る
罰
金
額
の
上
限
を
五
十
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

第
二
に
、
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金

の
最
低
限
を
保
障
す
る
安
全
網
と
は
別
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
、

関
係
労
使
の
申
し
出
を
契
機
と
し
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
し
、
最
低
賃
金

法
の
罰
則
は
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
法
律
の
施
行
期
日
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
労
働
契
約
法
案
、
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

及
び
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
内

容
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

四
八



二
、
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
報
告

（
平
成
一
九
年
一
一
月
八
日
）

○
茂
木
敏
充
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
案
に
つ
い
て
、
厚
生

労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

本
案
は
、
就
業
形
態
の
多
様
化
等
が
進
展
す
る
中
で
、
低
賃
金
労
働
者

の
労
働
条
件
の
下
支
え
を
図
る
た
め
、
す
べ
て
の
地
域
に
お
い
て
地
域
別

最
低
賃
金
を
決
定
す
る
こ
と
、
そ
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
生
活
保
護
と

の
整
合
性
に
配
慮
す
る
こ
と
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

両
案
は
、
第
百
六
十
六
回
国
会
に
提
出
さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
国
会
に
お
い
て
は
、
去
る
十
一
月
二
日
に
質
議
に
入
り
、
昨
日
質
疑

を
終
局
い
た
し
ま
し
た
。

質
疑
終
局
後
、
自
由
民
主
党
・
無
所
属
会
、
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

及
び
公
明
党
よ
り
、
労
働
契
約
法
案
に
対
し
、
均
衡
待
遇
及
び
仕
事
と
生

活
の
調
和
に
つ
い
て
の
原
則
を
追
加
す
る
修
正
案
が
、
最
低
賃
金
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
し
、
労
働
者
が
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護
と
の
整
合
性
に
配
慮
す

る
こ
と
と
す
る
修
正
案
が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
を
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
法
制
と
い
う
、
と
か
く
労
使
間
の
対
立
、
ひ
い
て
は
与
野
党
の
対

立
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
法
案
で
、
自
民
、
公
明
両
党
と
民
主
党
の
修
正

案
が
合
意
さ
れ
た
こ
と
は
、
我
々
が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

新
た
な
国
会
状
況
の
中
で
、
国
権
の
最
高
機
関
た
る
国
会
に
お
い
て
、
与

野
党
が
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
我
が
国
の
国
益
や
国
民
生
活
に
深
く
関
連

し
た
政
策
を
協
議
、
合
意
し
て
、
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
と
い
う
新
た
な

試
金
石
に
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
修
正
案
の
趣
旨
説
明
の
後
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
両
案
は
い

ず
れ
も
賛
成
多
数
を
も
っ
て
修
正
議
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
委
員
会
修
正
の
提
案
理
由（
平
成
一
九
年
一
一
月
七
日
）

○
田
村
（
憲
）
委
員

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
最
低
賃
金
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
に
つ
き
ま
し
て
、
自
由
民
主
党

・
無
所
属
会
、
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
及
び
公
明
党
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
、
そ
の
提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

本
修
正
案
は
、
こ
れ
ま
で
の
当
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
踏
ま
え
、
自

最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

四
九



由
民
主
党
・
無
所
属
会
及
び
公
明
党
並
び
に
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
の

協
議
の
結
果
、
合
意
が
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

修
正
案
は
、
お
手
元
に
配
付
し
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
地
域
別
最
低
賃
金
の
原
則
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
、
労

働
者
の
生
計
費
を
考
慮
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
労
働
者
が
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護
に
係
る
施

策
と
の
整
合
性
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

以
上
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
委
員
各
位
の
御
賛
同
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
報
告

（
平
成
一
九
年
一
一
月
二
八
日
）

○
岩
本
司
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
五
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
ず
、
労
働
契
約
法
案
及
び
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
就
業
形
態
の
多
様
化
等

が
進
展
す
る
中
で
、
す
べ
て
の
地
域
に
お
い
て
地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定

す
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
考
慮
要
素
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う

ほ
か
、
罰
則
の
整
備
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
労
働
者
が
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護
と
の
整
合
性
に
配
慮
す
る

旨
の
修
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を
一
括
し
て
審
議
し
、
労
働
契

約
法
に
就
業
規
則
に
よ
る
労
働
条
件
の
変
更
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ

と
の
妥
当
性
、
最
低
賃
金
と
生
活
保
護
の
整
合
性
の
在
り
方
、
最
低
賃
金

の
引
上
げ
に
係
る
中
小
企
業
支
援
の
必
要
性
、
両
法
成
立
後
の
周
知
に
向

け
た
取
組
、
衆
議
院
に
お
け
る
修
正
の
趣
旨
及
び
そ
の
効
果
等
に
つ
い
て

質
疑
を
行
う
と
と
も
に
、
参
考
人
よ
り
意
見
を
聴
取
い
た
し
ま
し
た
が
、

そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
た
後
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
小
池
晃
委
員
よ
り
、

最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
全
国
最
低
賃
金
の
創

設
等
を
内
容
と
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
小

池
晃
委
員
よ
り
、
労
働
契
約
法
案
に
反
対
、
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
の
原
案
に
反
対
、
修
正
案
に
賛
成
、
社
会
民
主
党
・
護
憲
連

合
を
代
表
し
て
福
島
み
ず
ほ
委
員
よ
り
、
労
働
契
約
法
案
に
反
対
、
最
低

賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
原
案
及
び
修
正
案
に
賛
成
す
る
旨

の
意
見
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
局
し
、
順
次
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
否
決
さ
れ
、
両
法
律

最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

五
〇



案
は
い
ず
れ
も
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

五
一


